
　三柳団地 2区自主防災会は、鳥取県米子市両
三柳（加茂地区）に位置し、約100世帯の自治
会の自主防災会です。

　平日昼間の災害時は、在宅者に障がいのある

方や支援が必要な方が多く、避難の遅れや困難

が想定されるため、防災会では「誰一人取り残

さない防災プロジェクト」を立ち上げ、楽しい

行事を通じて障がい者や高齢者、子ども連れ家

庭が交流し、どんな状況でも命を守れる地域づ

くりに取り組んでいます。

　平日昼間に発生する災害でも、声掛けや避難

支援が必要な方に届くように、災害時要配慮者

同士が助け合って避難行動をとる体制を整え、

全員の命を守る仕組みを構築しています。

　「誰一人取り残さない避難」を目標に、防災

フェスティバル、防災研修遠足、防災クリスマ

ス会などの楽しい行事を通じて、多くの住民が

交流し、互いに心配し合う「支え愛」の精神を

育んでいます。

　また、米子市社会福祉協議会の支援を受けて

「支え愛マップ」を作成したり、近隣の自治会

と交流事業をするなどし、活動の推進と拡大に

取り組んでいます。

　さらに、高齢者や障がい者を対象とした防災

遠足や、子ども連れの家族との合同クリスマス

会、学生や子どもボランティアが参加する防災

フェスティバルなど、「楽しさ」を取り入れた

行事を通じて、多世代・多様な住民の参加を促

活動内容１

誰一人取り残さない
防災プロジェクト（SEE防災プロジェクト）

～多世代・障がい者による支え愛の防災地域づくり～
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しています。

　こうした防災行事では、「楽しく交流する」

ことをテーマに掲げ、地域全体のつながりを深

めています。

〈直近 2 年間の活動紹介〉

【令和 5年度】
防災イベントで深まる世代を超えたつながり

　それぞれの参加者が防災クリスマス会で交流

し多世代の交流と「支え愛」の関係を深めた

【令和 6年度】
近隣自治会との連携と要配慮者支援の強化

・ 青壮年世帯と、災害時要配慮者との交流が進
んだ「顔が見える関係」

・ 支え愛地域の拡大を行った（近隣自治会との
合同訓練）

　各行事では、米子消防署や鳥取県消防学校、

西部ろうあ仲間サロン会の協力を受けること

で、防災会スタッフの負担を減らし、スタッフ

自身も楽しめるイベントを実施しています。

  障がい者

全行事参加

10月：子ども防災

　フェスティバル

10月：ふれあい

　サロンによる

　防災研修遠足

12月：防災クリスマス会

  障がい者

全行事参加

10月：合同防災

　フェスティバル

11月：ふれあい

　サロンによる

　防災研修遠足

12月：防災クリスマス会加茂３区

中自治会

令和 6 年度　合同防災フェスティバル参加者

SEE防災プロジェクト

（エスイーイー）

【S】safe：安全

【E】evacuation：避難

【E】everyone：全ての人

全員の安全な避難【SEE】

《インクルーシブ防災》
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　防災フェスティバルでは、聴覚障がい者が講

師となり、災害時に直面する困難や体験談を伝

えることで、障がいへの理解を深めています。

令和 6年には、実際の火災現場での恐怖を語る
講話も行われ、聴覚障がい者が健常者以上に強

い不安を感じていることが参加者に伝わり、理

解が一層深まりました。

　外部からの依頼を受けて、「誰一人取り残さ

ない防災」をテーマに講師を務め、多世代交流

や障がい者とのコミュニケーションの大切さを

発信し、「支え愛地域」の広がりに貢献してい

ます。

成　果2

らに、楽しい行事に防災学習を取り入れること

で、障がいのある方々の避難支援体制も整い、

青壮年が不在でも、顔なじみの高齢者や家族世

帯が災害時に迅速な初動対応を行える関係づく

りが進んでいます。

　平時のコミュニケーションを活発にすること

が、災害時に要支援者や要配慮者の命を守るこ

とにつながると信じて、「無理なく」「楽しく」

活動を続けていきます。

　私（統括防災部長）は、防災会で行事企画を

担う傍ら「消防庁 防災意識向上プロジェクト 
語り部」や「鳥取県 自主防災アドバイザー」
の委嘱を受けております。

　私たちの考えや活動をより多くの方に知って

いただくため、今後も引き続き外部への情報発

信を行ってまいります。

　楽しい場所には、自然と人が集まります。

笑顔が増えることで、さらに多くの人が集

まってきます。

　一人ひとりの温かさと優しさ、そして「支

え愛の心」が、多くの命を守ることにつなが

るのです。

　『鳥取県では、共に支え合い生きる“支え

愛”のまちづくりを推進しています』

これからの活動3

防災まちづくり大賞
第29回 受賞事例集 

防災フェスティバルで講師をする聴覚障がい者

防災クリスマス会で高齢者と子ども連れ家庭が

多世代交流

防災フェスティバル参加者は皆が笑顔です

　防災会の役員は、高齢者のふれあいサロ

ン活動に参加して高齢者や障がいのある

方々と親しくなり、その経験を活かして子

育て世代など他の世代との交流へと活動の

幅を広げ、防災力の向上につなげました。

　「支え愛マップ」の作成により防災会の

体制整備が進み、高齢者や聴覚障がい者、

子育て世代との交流を目的とした多彩な防

災行事を展開できるようになりました。さ
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